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マーケットデータ

宅配便取扱個数の推移

注：宅配便合計には、トラック輸送のほか、航空等利用運送事業に関わる宅配便も含まれております。
出所：国土交通省統計調査
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1999年度は、一部の事業者が既
存貨物を宅配便へ切り替えたこと
による増加分も含まれておりま
す。この特殊要因を除くと、前年
度比で5.9%の増加となります。

2007年10月の郵政民営化に伴
い、郵便事業株式会社は貨物自
動車運送事業法等の適用を受け
ることとなったため、2007年度か
ら調査の対象となっております。

宅配便市場の成長
宅配便取扱個数の推移 
この調査は、各事業者が報告した取扱個数を国土交通
省が集計したものです。
宅配便としてカウントされている貨物は、C2C、B2C、

B2B等の運送形態に関係なく、重量30Kg以下の一口
一個の貨物を指します。
ただし、一口で何個もの荷物を運ぶ一般的な積合せ運
送や判取り不要のメール便等は宅配便のカウントには入
りません。
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新商品開発の歴史

マーケットシェア

出所：国土交通省統計調査および郵便事業（株）（旧 日本郵政公社）

出所：郵便事業（株）（旧 日本郵政公社）
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■ ヤマト運輸
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● マーケット（伸率）
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1986年 コレクトサービス

1996年 365日営業開始

2007年 会員制サービス クロネコメンバーズ

2002年 ドライバーダイレクト

1988年 クール宅急便

1998年 時間帯お届けサービス

発送側のお客様に
対するサービスUP

配達側のお客様に
対するサービスUP

新サービスによる
市場の創出

宅急便の成長
ヤマトグループの主力商品である宅急便は、1976年
の発売以来、クール宅急便や宅急便コレクトといった戦
略商品の開発と時間帯お届けサービスやドライバーダ
イレクトといった配達品質の向上という徹底した差別化

戦略を推進してきました。
その結果、ヤマトグループは宅配便市場におけるマー
ケット成長率以上のパフォーマンスを残し、着実にシェア
を拡大させております。




